
 

令和８年度 南河内第二中学校区三校合同学校運営協議会議事録 

 

日時  令和８年９月１７日（木）１４：００～ 

場所  下野市立緑小学校 ミーティングルーム 

参加者  【緑小学校】 

鈴木 寧子 校長    芋川 晴恵 教頭    上野 友美 教務主任     

田村 伸子 学校運営協議会長    齋藤 篤子 PTA会長 

       【祇園小学校】 

髙山 靖子 校長    田村 宣明 教頭   熊田 裕子 学校運営協議会長 

蘇武 奈緒美 PTA会長 

       【南河内第二中学校】 

秋山 貴子 校長    中里 篤 教頭    小杉 満理子 学校運営協議会長 

大島 敦子 PTA会長    

【統括地域学校協働活動推進員】 

海老原 忠 様  坪山 仁 様  

 

１．担当学校運営協議会長あいさつ  

  

２．担当校長あいさつ 

 

３．自己紹介 

 

４．協議 

（１）各校の学校運営協議会の取組について（各学校の学校運営協議会長より） 

   ・祇園小学校 

   年間４回の会議がある。地域住民の委員の中には、ギオンジャー、らこんて代表、保健室ボラ

ンティアや卒業生がいる。給食試食会、授業参観で気が付いたことを話したり、学校評価につ

いての意見を述べたり手伝えることはないか検討したりしている。一昨年度から委員との懇談

会が始まった。また、卒業式への参列や運動会の参観もしている。ギオンジャーの活動が１０年

近くなるが、夏休みの作品の整理を継続して行っている。授業参観時の低学年児童の一時預か

りの協力やトイレ掃除ボランティアも始めた。７月に各クラスのトイレ掃除を行った。ミシンボラン

ティアについても行う予定。縫いにくいミシンの点検を前もって行うことになっている。祇園小祭

のお手伝いも行う。防災体験にも地域住民として参加する。読み聞かせサークルラコンテは年

10 回の活動をしている。３年生以上にはブックトークも行っている。図書委員会への読み聞か

せ指導も行っている。保健室ボランティアも継続して行っている。地域スクールガードリーダーに

随所で見守りをしてもらっている。今後も児童を見守りつつ活動を続けていきたい。 



 

   ・緑小学校 

   年度始めに校長先生からグランドデザインについて話を聞くのが１回目。２回目の会議では、

給食試食会も行った。教室での配膳や給食の様子を拝見し、その後、授業参観をした。栄養士

山口先生の作った動画も見せてもらった。とても興味深いものだった。緑小の重点は、昨年度と

大きくは変わっていない。「目指す組織力」ということでは、先生方が気持ちよく働ける環境を目

指すというところが付け加えられている。子供たちがどのように自分を表現していくか、という指

導にも重点が置かれている。３回目は、学校評価や懇談会。他にも行事への参加（児童表彰

式・入学式・卒業式）。それから、普段から児童を見守るための登下校の指導。他にも時々、学

校に来て見回りをした。社会的に盗撮が問題になったこともあったので、ボランティアとしてそう

いったことのチェックも行った。まだまだやれることがあるのではないかと感じているので、今ま

での活動を続けながら、これからも児童への手助けをしていければと思う。 

   ・南河内第二中学校 

 年６回行っている。体育祭の見学等も含まれているのでその半分が会議ということになる。中

学校の人数が少なくなっている。学級数が減っているので、授業参観はじっくり見ることができ

た。学級の人数も少なくなっているので先生方の目がよく届くのではないかという印象をもって

いる。メンバーは地域に住んでいる方が多い。ベルマークの箱を設置して欲しいとの依頼があり、

場所への依頼と実際の設置を行った。また、運動会で使う玉入れの玉がとても少ないので、玉

入れの玉を作ることを依頼する予定。はつらつさんがやってくださるとのこと。落ち葉掃きの際も

なかなか中学生と話す機会がない。「きれいにしてくれてありがとう」という声かけを中学生に

してもらえるよう地域にお願いしようと考えている。地域の祭りとしてエコライフまつりがあるが、

地域の行事に参加することで自分たちの地域に愛着をもち、将来地域に帰ってきてもらいたい

と思う。見守ることがメインになっているが、運営協議会委員として依頼があったことを地域を巻

き込んで取り組む、という活動を行っていきたい。 

 

（２）二中学区クリーン活動について（二中 中里教頭より） 

 １１月１８日（水）、去年と違う点についてのみ説明。名称がしもつけクリーン day となった。今年

度は午前中の実施。１１：００～１１：４０ということで清掃を行う。中学生と小学生を班の中で小さ

なグループを作って、協力してできるようにしている。 

〈熊田様から〉：１１月１日ちらしを自治体の回覧に。中学生は一人一つの道具を持つのか。昨年

度の様子から持っている方がやる気が出ている。 

〈田村様から〉：昨年度袋が足りなかった。→４５L のものをなるべく多く準備する。袋の配分につ

いても検討する。 

 

（３）その他 

〈熊田様から〉祇園小の学校運営協議会で部活動の拠点校について質問があった。→見学期間

は４月１７日まで。申込み書を拠点校に送る。拠点校から市の教育委員会に送って許可が出るの



 

で時間がかかる。説明会で説明するようにしたい。（中里教頭）  

〈髙山校長から〉栃木県教委からギオンシャーが表彰されることになった。 

 

５．説明 

「地域学校協働活動の現状と地域学校協働本部設置に向けて」 

  統括地域学校協働活動推進員 海老原 忠 様             

     


